
食料・農業分野における
日本とバングラデシュ間の動きと
ビジネス環境について



バングラデシュ経済の状況

バングラデシュ投資開発庁のWebサイト

バングラデシュ投資開発庁のWebサイト

バングラデシュは、
・1億7,000万人を超える人口
・豊富で若い労働力
・急速に拡大する中富裕層
を擁し、2030年までに
世界第9位の消費市場になると
予想。

主な指標は以下のとおり。
・GDP成長率は年6％超
（2010~2024年）
・輸出額が対前年比13%増
（2024年）
・中富裕層は年10.5%増
（2024年）
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バングラデシュ国内市場規模

防除等資材市場
5.5億ドル
（年成長率
12％）

種苗市場
7.0億ドル
（年成長率
10％）

農業機械市場
120万ドル
（年成長率
15％）

バングラデシュ投資開発庁ウェブサイトに掲載されている出版物（Agro & Food 
Processing Industries, June 2023）を、農林水産省が一部加工

バングラデシュの食料・農業分野の状況

バングラデシュ投資開発庁では、主要な
投資セクターの一つに、年平均13％で成
長するセクターとして「アグリビジネ
ス」を記載。

農業の発展に伴い、防除等資材や種苗、
農業機械等の市場も年率10％以上で拡大。

バングラデシュ投資開発庁ウェブサイトより
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バングラデシュと近隣国の比較

インド
人口 1,403百万人
GDP 34,655億ドル
GDP/人 2,445 ドル
農林水産物輸出入
日→印 29,000千ドル
印→日 854,000千ドル

パキスタン
人口 248百万人
GDP 3,268億ドル
GDP/人 1,386 ドル
農林水産物輸出入
日→パ 400千ドル
パ→日 36,000千ドル

バングラデシュ
人口 171百万人
GDP 4,327億ドル
GDP/人 2,528 ドル
農林水産物輸出入
日→バ 4,000千ドル
バ→日 19,000千ドル

タイ
人口 72百万人
GDP 4,953億ドル
GDP/人 6,909 ドル
農林水産物輸出入
日→タ 364,000千ドル
タ→日 5,323,000千ドル

カンボジア
人口 17百万人
GDP 295億ドル
GDP/人 1,760 ドル
農林水産物輸出入
日→カ 86,000千ドル
カ→日 72,000千ドル

スリランカ
人口 23百万人          農林水産物輸出入
GDP 762億ドル    日→ス 2,000千ドル
GDP/人 3,490 ドル ス→日 119,000千ドル

バングラデシュのGDPはタイと同規模。一人
当たりGDPも、カンボジアやインドと同程度。

他方で、日本からバングラデシュへの農林水産
物の輸出額は依然小さい状況。

農林水産業概況（農林水産省取りまとめ）2024年10月改定版より
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食料・農業分野における日バ関係概要

日本はJICAなどを通じ
た食料・農業分野の
様々な開発プロジェク
トや、研究機関等による
農業研究協力を実施し、
日バ関係を強化。

JICA バングラデシュ事務所の
リーフレットより

JIRCAS, AFFRCの
Webサイトより

日バ間の農林水産関係
の輸出入は、バングラデ
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2023年４月、農林水産省は、
バ国農業省と、農業をベースとしたビジネスを強化し、投資を呼び込
むという観点から、協力関係を強化・拡大することを目指した協力覚
書を交換。

食農分野における日バ関係強化の動き
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2024年３月には日バ間でのEPA交渉を開始。

食農分野における日バ関係強化の動き

2024年５月は、協力覚書に基づき、日バ双方から幅広い機関の参加を
得て、初の共同農業作業部会（JAWG）を開催。

（バ国側）
農業省、漁業畜産省、
外務省、投資開発庁
民間企業

（日本側）
農林水産省、日本大
使館、JICA, JETRO,

民間企業
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農林水産省では、バングラデシュにおける食品・農産品市場とビジ
ネス環境に関する調査を実施。

更なる連携強化に向けた調査の実施
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https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/food_value_chain/docum

ent/area/attach/pdf/south_asia-71.pdf

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/f

ood_value_chain/document/area/attach

/pdf/south_asia-126.pdf

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokky

o/food_value_chain/document/area/at

tach/pdf/south_asia-127.pdf

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/food_value_chain/document/area/attach/pdf/south_asia-71.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/food_value_chain/document/area/attach/pdf/south_asia-127.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokkyo/food_value_chain/document/area/attach/pdf/south_asia-126.pdf


バングラデシュの食品市場の状況

・バングラデシュの食品市場は、2020 - 25年には年平均10％で拡大、
2025年には金額ベースで約1,790億USD に。

・世帯当たりの年間食品支出額は、2025年に約956USDに達し、
2029年には約1,374USDに達すると予想。
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・ダッカ市内のスーパーマーケットでは、高価格帯のコメ、牛肉、
ブドウ、水産物等も販売されている。

バングラデシュの食品市場の状況

ダッカ市内スーパーマーケットでの輸入米の販売状況

約630円/kg 約680円/kg 約1,280円/kg

同 水産物の販売状況

約12,780円 約3,100円
9



バングラデシュへの海外直接投資

海外直接投資（FDI）は英国が最大。近年ノルウェーからの投資が
増大（電気通信部門等）。
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バングラデシュへの海外直接投資

海外直接投資は、既製服部門への投資が多いが、化学・医薬品、
農業・漁業セクターでは、2021年以降順調に投資額が増加。
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バングラデシュ農業・食品セクター企業の意識

2024年秋以降（暫定政権発足後）に、バングラデシュの農業・
食品セクターの大手・中堅企業13社に ヒアリングを実施。

日系企業との連携では、
製品等の輸入やジョイントベ
ンチャー設立等への期待が
あった。

連携の成果としては、
生産性・効率性の向上や、
製品品質の向上等への期待が
あった。
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バングラデシュ農業・食品セクター企業の意識

日系企業との提携促進に向けて、財政
的な支援への期待とともに、日本企業
とのネットワーキングを行う機会への
期待が多く、製品展示や展示会、
ショーケース等の取組が有効との声が
多い。
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更なる連携強化に向けた次のアクション

日本とバングラデシュの農業・食品セクターでの関係強化に向け、

調査結果を踏まえ、

１．バングラデシュに関心を持つ日本企業を現地企業等に紹介する

セミナーの実施

２．現地企業と日本企業のマッチングを促進するための

展示会への参加

３．現地政府や関係機関等の各種支援情報の入手等に繋げるための

相手国政府等との対話

を内容とする、官民ミッションの実施を検討。

ご関心のある皆さんは、本セミナー終了後の

アンケートのご記入をお願いします。
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